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▲
汀

幹

め
u

琵
t
i

O
コ
爪
S

諾
r

p

巴
u

発

の

史
的
素
描

-
主
と

し
て

共
和
政

期
-
-

(

1
)

ロ

ォ

マ

刑

事
法

史
に

お

い

て
､

一

時
期
を

画

す
る

訴
訟
を

司

る
｡

て

は
､

私
人
の

告
訴
に

よ
っ

て
､

(

2
)

空
ト

P
2

邑
○

ロ
e
仏

p
e

召
e

言
p
2

土
､

そ

の

訴
訟

手

続
を

行
う

に

当
っ

政

務

官
は

そ

れ

を

審
査

し
､

受
理

す
る

と

き

は
､

査

問
員
を

し

て

事

件
を

票

決
せ

し

め

る

た

め
､

自
ら

裁

判
長
と

な

り
､

訴
訟
を

指
揮
す
る

が
､

票
決
に

は

加

わ

ら

ず
､

判
決
を

宣

告
す
る
｡

ま

た

査

問
員
は
､

一

定
の

階

級

所

属
着
か

ら
一

定
の

方
法
で

選

出
し
た

市

民

即

ち

査

問

員

団
を

組

織
し
､

事
情
聴

取
し
､

そ

の

後
に

票
決

す
る
｡

こ

の

政

務

官
と

査

問
員
団
と

の

構
成
及
び

訴

訟
手

続
を

特
色

と

し

て
､

宅
監
包
t
-

｡

p

頂
p
e
t

巨

は

発
展
し
た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

稿
で

は
､

q
亡

P
e

邑
｡

n
e
¢

の

成
立

過

程
を
､

主

な

法
源
を

中

心
と

し

て

抄
史
風
七
た

ど
ろ

う
と

思
う
｡

(

l
)

G
.

ワ
←

賢
e

∽

e
､

ロ

≡
t

t

O

｡

ユ

m
訂
巴
e

3
ヨ

呂
○

訂

G

已

計

巴
-

O

S
t

仁
d
-

O

d
e
-

-

P

C

才
こ
t

㌢

→

○

ヨ
P

ロ
p

P

n

江
O

P

已

記
t

t

p

み

p

く
.

q
仏

祖

p

已
〉

d
d

〓
}

Z

名
○
-

†

河
O

m
甲
呂
〓

P

ロ
○

こ
芝
N
〉

匂

℃
一

玉
¢

-
畠
〇
･

宮
川

蒜
e

J

O

已
○

邑

C
-

a

詮
-

○

已

H

ヒ
O
t
-

O

n

罵
y
-

畠
心

∽

e

β

β

･

(

2
)

概

略
は
､

q
.

出
1

邑
e
-

-

｡
､

｢
P

詔
り
H

e

監
-

○

ロ
e

廿

昌
巴
e

ど

じ
ふ

コ.

t
t

0

3
日
巴
]
.

〇

-

空
叫

Z

首
○
-
}

p
.

N
-

∽

e

β

ヂ
の
声

琵
∽
t

-

匂
e

ヮ

p
e

t

ロ
p

の

主

な

訳

語

を

挙

げ

よ

う
｡

｢

常

設
査

問

会
+

(

船
田

博

士

後

指

事
)
､

｢

常
設
査

問
所
+

(

故
原

田

教

授

東

京

大

学

学
生

文

化

指

導

会

『

法

学

研

究
の

莱
』

上

昭

二

五
､

三

〇
ペ

ー

ジ
､

柴
田

助

教

授

後

緒

論

文
)

､

哲
p
ロ

巴
的
e

S

旨
弓

宍
g
①

ユ
O

F
t

e

(

R

監
e

J

R
ひ

m
-

∽

O

F
e

河
e

O

F
t

虞
e

岩
E
c

F
t
e
-

-

巴
O

G

告
E
n

g
e

n
)

-

○

00
)

な

ど
｡

一

共
和
政

末
期
に
､

民

事
裁
判
上

国

民

の

裁

判

の

両

原

理

一

⊥

が
､

或
る

程
度
融
合
し
て

新
刑
事
訴
訟
手

鏡
が

生

じ

た
｡

刑
事
事

㍊

匿



が
､

刑
事
訴
訟

(

ど
巴
･

本

来
は

国

民

の

面

前

っ

た

が
､

新
発
展
に

つ

の

ー

仁

d
-

2 .

日

日

p

仁

望
丁

て

い

た
こ

と

は
､

法
務

､

事
件
は

査

問
員
に

よ

で

も

理

解

さ

れ

え

よ

､

審
理

員
(

3
0

亡

p
e

r

甲

-

.
邑
-

g
払
)

に

拡
大

強
化

∵

t

∵

ヾ

さ

れ
､

ま

た

政
務
官
が

査

問
員
と

同
席
し
て

判

決
を

宣

告
す
る

こ

と

と

な
っ

た
｡

陪
審
の

よ

う
な

補
佐
機
関
(

｡

｡

邑
-
i

仁

且
の

形
式

(

2
)

を

採
り
､

政
務
官
は

｢

裁
判

を

指
揮
す
る
(

F
d
-

｡

2
.

ヨ
e

莞
3
e

且
+

着
で

あ
っ

た
｡

こ

の

裁
判
は

古
く

法
律
訴
訟
の

民

事
訴
訟
手

続
に

従
っ

て

い

た

が
､

そ

の

賠
償
も

純
粋
な

民

事
訴
訟
に

よ

る

請
求
で

は

律
し
え

ら
れ

な
い

国
政
に

関
す
る

事
件
も

起
っ

て
､

国
家
と

原

告
の

利
害
関
係
を

増
し
て

来
た
｡

そ

の

た

め

国
家
は

そ

の

有
責
判

決
に

刑
事
的
効
果
を

伴
わ

し
め

る

に

至
っ

た
｡

か

く
て

こ

の

裁
判

は
､

公

法
的
色
彩
を

帯
び
､

刑
事
的
性
質
も

加
味
さ

れ

る

こ

と

に

(

3
)

な
っ

た
｡

刑
事
訴
訟
は
､

在
来
の

国

展
の

裁
判
を

補

足
し
っ

つ

徐
々

と

は

い

え
､

.
そ
の

発
展
を

推
進
し

た
｡

.
羊
の

刑
事
法
の

新
鮮
な

機
運
は

誠

新
制
度
を

樹
立

す
る

基

礎
と

な
っ

て
､

相
次
ぐ

特
別

立

法

即
ち

法

律
又
は

平
民

議
決
で
､

宅
P
e

邑
O

n
2
∽

官
召
e

t

仁
p
2

が

設
け

ら
れ

る

(

4
)

こ

と
に

な
っ

た
｡

(

1
)

そ
の

例

は
､

-

e

粥

f

O

ユ
P
∽
∽

e

A
2 .

-
-

P

完
勺
e

ど

邑
P

2
m

:
.

N

こ
n

胃
勺
-

-

0

0

-

○
仁

已
○
-

○

ご
ハ

(

S
.

声
訂
0

0

ぎ
n
O
､

｢
e

鷲
∽

訂

勺

?

已
e

∽

H

弓
-

m

押
○

ヨ
p

ロ
ト

A

ま
e
-

亡

監
-

n
-

p

ロ
}

(

=

ヨ
河
A
)

H
柑

､

句
}

ウ

e

ロ
N

e

-

空
T

-
-

や

00

N
)
.

(

2
)

｢
e

如

才
ユ
琵
S

e

A
O

≡
P

l

e

官
t

牢
ロ

d

p

2
2
(

=
】

e

舛

A
O

≡
p

y

】
.

余
‥

∴

…
･

F
〔

巴
c

ど
ヨ
e

粥
①

づ
ロ

e

E
t

‥

…
･

､

(

3
)

古
仁
p

e
S

ぎ
1

∴
C

早
p
→

O

C
-

莞
已
.

〉

N

O

㌦
h
)

∴
血

七
-

空
←

p
e

詔
t
､

(

J
e

粥

A
O

≡
P
)

-
･

宝
)

と
い

う

裁
判

長
の

名

称

か

ら

考

え

ら
れ

る
｡

(

4
)

従
っ

て

特
定
の

犯

罪
に

は

こ
e

g
2
00

q

仁
P
e

邑
O
n
e

選
亡

e
､

(

0
巾
.

C

ぎ

勺

3

C
-

岳
n
t
･

訟
-

宅
)

(

法

律
と

査

問
会
)

と

併
記

し
､

特

別

事

件
で

は
､

裁
判

官
は

ご
已
e

H

訂
○

-

2

慧
q
ロ

p
e

3
什
､

(
-

e

粥

A
2 .
-

i

P
-

-
-
･

-

ご

声
)

(

こ

の

法

律
に

基
い

て

査

問
す
る

者
)

で

あ

っ

た
｡

二

こ

の

宅
P

邑
小

○

ワ

は

実
に

属
州

が

ロ

ォ

マ

に

試

み

た

抵

抗
の

結
果
と

し
て

設
け
ら

れ

た
､
と
い

う
て

も

よ

い
｡

属

州

の

民

は
､

元

来
不

当
な

徴
収
を

強
行

し

た

属
州
の

長
官
に

対

し
て

訴
を

起
し

ぅ
る

裁
判
所
を

も

た

な

か
っ

た
｡

そ

の

訴
訟
は

た

と

え

行
わ

瑞

せ

甥
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血
町

計

れ

て

も

臨
時
で

あ

り
､

ま

た

不

満
足
で

も

あ
っ

た
｡

し
か

も

特
別

な

民

事
上
の

不

法
行
為
と

し
て

取

扱
わ

れ

る

の

で
､

民

事
法

廷
で

は

そ

の

権
限
に

問
題
が

あ

る

と

さ

れ
､

ま
た

訴
の

目

的
は

返

還

請

求
で

あ
っ

た

た

め
に
､

国

民
の

裁
判
に

訴
を

提
起
す
る

こ

と

は
で

き

な

か
っ

た
｡

こ

の

救
済
の

た

め

に
､

元

老

院
は
､

そ

の

外
地

行

政
の
一

環
と

し
て
､

属
州
の

民
の

愁
訴
を

受
理

し
､

審
理

員
で

構

成
す
る

旧

国
際
法
延
の

制

度
を

採
用

し

て

処

理

す
る

こ

と

に

な

り
､

元

老

院
の

選

任
し

た

審
理

貞
の

法
廷
で
､

法
務
官
が

訴
を

聴

く
こ

と
に

な
っ

た
｡

こ

れ

は
一

七
一

年
両
ヒ

ス

パ

ニ

ア

で

長
官
の

横
暴
事
件
が

起
っ

た
の

が

契
機
で

あ
っ

た
｡

ヒ

ス

パ

ニ

ア

人
は
､

一

味
の

属
州
当

局

者
に

よ

っ

て
､

不

当
に

徴
収

さ

れ

た

金

品
の

返

還
請
求
を

元

老
院
に

嘆
願
し
た
｡

そ

の

属
州
担

任
の

法
務

官
は

元

老
院
に

委
ぬ

る

に
､

元
老

院
議

員
か

ら

審
理

貞
五

名
を

選
任

す
る

こ

と

を

以
て

し
､

属
州
の

民
に

は

保

護
者
を
ロ

ォ

マ

市
民
か

ら

選

ぶ

こ

と

を

許
し

た
｡

原
告
被
告
に

は

審
理

貝
の

選

任
に

つ

い

て

容

(

1
)

唆
す
る

こ

と

が

で

き

た
｡

か

く
て

裁
判
が

行
わ

れ

た
｡

こ

の

よ

う

な
同
一

性
質
の

訴
訟

が

相

次
い

で

起
っ

た
｡

こ

こ

で

明

ら
か

な
こ

と

は
､

市
民
と

外
人

間
に
､

政
務
官
に

ょ
. っ

て

構
成
さ

れ

た

民

事

(

2
)

訴
訟
と

類
似
し
て

い

る

訴
訟
が

行
わ

れ

た

の

で

あ

ろ

う
｡

(

r
)

■
巳
ヂ

舛

E
I

H
､

N
･

拙

稿
｢

諾

官
言
月

臣
?
の

端
緒
+

(

法
学
新

報

六

六

巷
六

号
一

二

五
ぺ

ー

ジ

以

下
)

(

2
)

G
.

G

3
∽

琶
-

｢
e

N
}

O

n
-

聖

賢
○

ユ
P

計
】

巴
→

吉
0

3
日
甲
｡

｡
.

→
○

ユ
日
○

-

漂
○
〉

p
.

い

N

山

1
レ

N

か

.

三

宅
P
e

邑
○

や

の

最
初
の

立

法
は
､

一

四

九

年
の

｢
e

粥

C

巴
･

(

1
)

唱
-

岩
}

P

r

遷
毘
仁

n

計
2
m

と
い

わ

れ

る

平
民

議
決
で

あ
る
｡

そ

の

内

容
を

詳
細
に

知
る

こ

と

は
で

き

な
い

が
､

｢
｡

H

A

邑
訂

に

見
え

(

2
)

る

法

文
か

ら

判
断
す
る

に

旧

来
の

制
度
と
は

余
り

異
ら
ぬ

も
の

で

あ
っ

た

ら

し
い
｡

た

だ

勺
e
｡

仁

2 .
P

e

諾
勺
e
什

仁

已
P
e

を

犯

罪
と

規
定

し
て

い

る

こ

と

は

新
立

法
と

い

え

る
｡

元

老

院
議
員
か

ら

選

任
さ

れ

た

審
理

員
を

指
揮
す
る

の

は

外

人

係
法
務
官
で

あ
っ

た

こ

と
は

疑
い

な
か

ろ

う
｡

返
還

額
は

単
一

額

曾
巴
ヨ
p
-

仁

且

で

あ

り
､

】

e

的

訂

琶
t
-

○

箪
笥
p

ヨ
e

已
○

の

使

用
に

つ

い

て

は

問
題
が

残
さ

れ

て

(

3
)

い

る

が
､

要
す
る

に

民

事
訴
訟
に

類
す
る

も
の

で

あ
っ

た

ろ

う
｡

程
経
て

P
e

粥

H

巨
小

…
e

旦
呂
計
2
日

が

制
定
さ

れ

た

こ

と

は
､

｢
e

H

A
O

≡
P

の

規
定
に

拠
る

が
､

そ

の

内
容
は

詳
か

に

す
る

こ

と

(

4
)

は
で

き
な

い
｡

新
に

｢
e

粥

A

邑
i

竺
1

e

p
e

t

亡

邑
寛
仁

m

が

制
定
さ

れ

た
｡

諾
p
e

t

巨
･

臣
①

の

訴
訟
手
続
に

つ

い

て

は

詳
し
い

規
定
の

断
片
が

残
っ

て

い

(

J

る
｡

通

説
で

は

七
.

軒
㌢
唱
｡

昔
払

曾
p

苫

昔
仇

護
民

官
職
で

同

僚
の

γ

ぉ

＼
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声
A
已
七

宏

G
-

p

g
O

の

提
案
と

偲
か

れ
る

平
民

議
決
で
一

こ

三

(

与
)

年
か
一

二

二

年
の

制
定
で

あ

ろ

う

と
い

わ
れ

る

が
､

J
最
近
に

反
対

(

6
)

説
が

あ

る
｡

こ

の

法
の

目

的
は
､

G

芦
U

｡

ど
の

の

刑
事
訴

訟

法
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n
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-
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∽
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∞
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○
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∞
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∞
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e
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∽
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日
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念
発
〔

二

P

舛
J
く
Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ

宏
t
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､

-

∞
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-
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く
H
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-
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持
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∽
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O
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e
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ひ

日
訂
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e

ロ
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O
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∽

e

訂
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→
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1

P
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2

払

2
t

N

g
e
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一

点
叫
の

計
∽

S

已
-

監
､

∽
O

F

w
e
-

N

e

→
-

払

C

F
e

N
e

芋

芳
F

星
川

t

宗
→

S
t

r

已
諾
｡

貫
H

舛
-

∞

革
m

玩
.

N

加

持

も
○

邑
p

ロ
p

ユ
･

呂
O

E
2

J

亡

訂
1

S
c

ど
ー

d

声
ロ

d

S
O

訂
計
n

訂

d

e
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n
t

芹
e
.

S
O

ユ
t
t
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句
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ユ
n
-

H
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H

こ
苫
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】

亡

已

諾

邑
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O

C

喜
→

e
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E
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-

p

ロ
○
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ヨ
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○

ヨ
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芳
n
-

S

S
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£
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ニ
い

ぃ

加

持

(
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)

H
小

{

巴
粥
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ヵ
E

く
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-

当
山

声
い

→
p
仁

b
e

n
∽

O

E

品
〉

声
申
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く
Ⅰ

-

会
汁

呂
○

ヨ
ヨ

芳
ロ
〉

栗
叫

声

(

8
)

P
い
､

い

こ
N
-

-
･

春
木
一

郎

『

ユ

ー

ス

テ
ィ

ー

エ

ア

ー

ヌ

ス

帝

学

説
彙

纂

葛
む

ロ
A

プ

ロ

一

夕
』

東

京
昭
一

三
､

三

三

四
ペ

ー

ジ
｡

五

■
し
■
か

し
､

こ

れ

よ

り

先
､

｢

四

二

年
に

は
､

法

務

官

→
.

朗
【

J

ゴ
ー

ぎ
ー

已

が

q

ロ
p
e

邑
｡

-

已
e

=
i

｡

邑
｡
∽

を

司
っ

た
こ

と
が

伝
>

ん

(

l
)

ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

宅
P
e

賢
｡

は
､

一

二

三

年
の

P
e

粥

S
e

2
p

宍
丁

(

2
)

2.
P

で
､

そ

の

構
成
員
は

騎
士

身
分
の
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に

限

る

と

な

し

た
｡

ま

た

中

d
｡

∽

ぎ
｡

ユ
ー
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と

中

計

く
e

n
e

印
已
-

∽

と

が

別

箇
独

立
の

存
在

と

す
る

議
論
が

あ
っ

た

が
､

乎

d
e

巴
｡

a

註
仏

e

t

忌
日
e

琵
-

∽

は

単

一

で

あ
っ

て
､

そ

れ

ぞ

れ

の

犯

罪
を

審
理

す
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

中

計

告
げ

き
仁

は

少

く

も

二
六

年
よ

り

前

に

設

置

さ

れ

た

が
､

そ
の

根
拠
と

な
る

法
律
は

明
ら

か

で

な
い
｡

た

だ
一

一

六

年

の

執
政

官
と

な
っ

た

A
e

邑
】

-

宏

野
呂
2
∽

が

好

ま
≡

宏

に

よ

っ

て

や

d
e

p

ヨ
d

き
ロ

に

訴
え

ら
れ

た

が
､

執
政
官

就
任

前
の

事
件

(

3
)

で

あ
っ

た
｡

胃
P

ユ

宏

は

二
五

年
法
務

官
に

就
い

た

が
､

q

宕
e
∽
･

(

4
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t
-

0

計

P

m

富
戸

に

訴
え

ら
れ

て

辛
じ
て

放
免
さ

れ

た
｡
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岩
p

?

t

告
d

寛
仁

日

と
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･

d
e

呂
-

d

き
仁

と
の

設

置
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問
に

は

時
期
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に

(
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)

は

さ

ほ

ど

の

間
隔
は

経

過

し

て

な

か
っ

た
｡
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一

一

年

頃
に
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匂
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邑
P
t

宏
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設
け

ら
れ

た
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疑
わ

れ

な
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を

残
し
､

明

確
に

な

し

え

な
い
｡

お

(
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そ
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代
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近
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れ
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年
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容
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で
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｡
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数
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(
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て

い

た

宅
P

邑
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け

ら

れ
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た
｡

一

〇
一

年
に

も

｢

(

g
)

E
已
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岳
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①
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冒
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已
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(
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｢
e
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已
e
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が
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1 2
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β

宕
溝
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｡
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え
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q
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d
e

邑
e
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(
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e
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て
､

一

〇

九
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e
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呂
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⊇
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れ
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P

邑
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→
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邑
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け
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e
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仁
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仁
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付
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(
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知
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T
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冒
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∽
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∽
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独
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を
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踏
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得
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○
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○
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○

岩
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e
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○
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∞
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ロ
e
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○
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-
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(

2
)

-
.

S
e

2

胃
0

2 .
P

自

体

に

つ

い

て

は

ゴ
ど
ー

e
t

t
-

)

○

や
○
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∞
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仇
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⑳
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○
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∽
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官
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-
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た
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ロ
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呂
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○
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○
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+

芦
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｡
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p
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･
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岩
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(
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C
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く
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ヨ
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梵
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制
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蒜
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声
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粥
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(
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)

･
n
汁

野
0

長
打
t

9
P
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0

9

0

声
Ⅰ
-
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詮
い
.

(

1 2
)

C

ぎ
〉

計
○

邑
+
Ⅰ
､

N
い

こ
O

h

(

1 3
)

ロ
〇
.

-

出
り
F

t
.

訟
-

-

N

巾
.

(

1 4
)

C

ぎ

官
已
･

阜
N

O

u

忘
¢
-

山

○

小

岩
汁

-
.

く
P

ユ
p

(

苫
p
.

C
･

)

は

同

盟

者
の

援
助

又
は

忠

言
を

与

え

て
､

ロ

ォ

マ

国

民
に

対

し

て

武
器

を

採
っ

た

者
を

罰
し

た
｡

(

1 5
)

P
-

､

N
-

い

N
.

春

木
､

上

鵜
書
七

四
ペ

ー

ジ
｡

六

と
こ

ろ

で
､

モ
ー

監
m

己
○

計

m
巴
e

皿

訂
t

e

に

つ

い

て

は
､

(

1
)

S

已
】

P

の

ー

e

M

C
O

岩
e
-

-

P

計

ヨ
巳
e

払
t

p
t

e

に

よ

っ

て

八
一

年
に
､

少
し

遅
れ

て

C

監
S

当

の

第
一

期

執
政

官
在

任
の

時
の

ー

2

帥

一

己
F

(

2
)

計

ヨ
已
e

払
t

巴
e

に

よ

っ

て

四

六

年
に

設

置
さ

れ

た
｡

q

巨
e

邑
O

d
e

p

m
ど
t

ロ

は
､

六

七

年
の

｢
e

舛

C

巴
勺

宅
2 .
P

d
e

(

3
)

P

ヨ
オ

き
亡

と

執
政

官
C
岩
禿
り

○

の

提
案
に

か

か

る

法

律
-

e

M

ゴ
ト
ー

ー

ー

p

(

4
)

計
｡

日
汁

き
仁

(

六

三

年
)

と
で
､

ま
た

｢

A

弓
e
-

ど
¢

C
｡

t
t

p

の

法

(

与
)

律
で

あ

る
ー

｡

H

A

弓
e
-

-

P

(

d

e

P

m

g
ミ
)
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七

〇
年

頃
(

?
)

設
け
ら

れ

た
｡

空
一

覧
邑
O

d
e

巴
0

駕

訂
e
t

諾
n
e

哲
芽

は
､

S

已
-

P

の

ど
粥

C

?

岩
e
-

訂

計

巴
0

寛
仁
p

e
t

忌
日
e

哲
-

i

s

(

八
一

年
)

と

C

P

ぎ
m
p
e

ど
の

の

第
二

期

執
政

官
時
代
に

制
定

さ

れ

た

と

思

わ

れ

る
ー

e

舛

吋
O

R
T

(

6
)

官
-

p

訂

冒
→

ユ
c

r

巳
○

(

五

五

年
か

五

二

年
)

で

置
か

れ

た
｡

一

房
邑
6

.

d
①

監
巴
払

ほ
､

J
八

十
一

年
-

e

榊

C
｡

岩
e
-

訂

d
e

邑
巴
払

お

(

7
)

3

(

ロ

仁

日
e

→

賀
-

p

こ

邑
p

2
e

n
t

P

2 .

P
)

で

設
け

ら

れ

た
｡

q

仁

駕

邑
O

d
e

5 .

に

つ

い

て

は
､

暴
力
に

関
す
る
ー

e

舛

吋
-

p

已
-

P

(

8
)

d
e

5 .
(

七

八

-
六

三

年
?
)

で
､

創
設
さ

れ

た
｡

ま

た

召
監

罠
○

(

9
)

｡

巴
r

p
｡

邑
ロ
p

き
p

が

ー

e

対

空
日
】

首
p

計

已
(

五
二

年
)

で

設
け

ら

(

1 0
)

れ

て
､

巳
-

-

○

が

裁
判

さ

れ

た
｡

5 .
払

に

つ

い

て

は
､

A
亡

的

宏
什

宏

が

H

b
M

H

已
-

p

計

5

p

ユ
≦
p

什

p
)

ど
粥

H

已
㌻

計

5 .

ワ
ト

更
訂
p

を

(

u
)

制
定
し
て

か

ら
､

そ

れ

ぞ

れ
の

血

七
琵

邑
○

が

設
け

ら

れ

た
｡

宅
琵

毘
O

d
e

筈

計
】

-

畏
ひ

は
､

-
･

J

芝
2 .
P

d
e

琶

計
-

-

○
-
-

払

(

五

五

(

1 2
)

年
)

で

設
け

ら

れ

巴
ロ
ゴ

き

宏

の

特
殊
な

型

態
と

認
め

ら

れ

る

選

挙

違
反

行
為
で
､

立

候
補
者
の

後

援
の

た

め
の

買
収

等
を

行
う
政

治

団
体

を

結
成
す
る

罪
(

琶
d

巳
-

O

F

岩

計
-

-

t

巳
e
∽

)

を

対

象
と

し
た
｡

q

亡

霊
∽

己
○

計
○
-

已
t

巳
e

は
､

-
･

吋

名
訂

計

p
e

諾
g

ユ

已
切

(

六

五

(

1
.
3
)

年
)

で

設
け

ら

れ

た

が
､

市
民

権
を

不

法
に

要
求
し
た

外

人

に

対

し
て
､

以

前
は

臨
時
に

設
け
ら

れ

た

宅
P

邑
叶

｡

で

あ
■
っ

た

が
､

こ

れ

を

恒
久

化

し

た
｡

-
･

J
ど

訂
-

甲
呂
∈
U

6
.

d
e

O
-

5.
b

宏

諾
d

好
日

口

巴
仏

(

1 4
)

(

九

五

年
)

が

市

民

権
請
求
の

調

査
の

た

め
に

設
け
た

名
宝
㌢
-

○

又

は
一

己
訂

ぎ
r

日

に

端
を

発
し

た

と
い

わ

れ

る
｡

-
･

評
]

甘

は

法
務

官
と

査

問
員

旨
巴
｡

e

払

で

構
成

す
る

q
仁

P
e

罠
｡

を

常
設
し
､

法
務

官
は
､

査

問
員
に

よ
っ

て
､

裁
判
指
揺
を

代

位
せ

し

め

る

こ

と

止
叩

噂
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●

･

◆

_
町

(

1 5
)

が
､

し

ば

し

し

ば

あ
っ

た
よ

う
で

あ

る
｡

(

1
)

C

早
-

n

吋
-

P
}

N

-

こ
〇
･

(

2
)

C
f
.

呂
○

日
日
芳
n
】

∞

宗
N
〉

い
･

(

3
)

C
-

〇
.

〉

勺

3

民

声
N

い

こ
か

こ
N

､

芦

野
蒜
e

→

:
河
E
-

巴
H

N

い

い

∞

汁

呂
0

2
m
琵
n
､

∞
‥

岩
}

斗
●

(

4
)

C
-

P
-

胃
○

呂

喜
-

N

こ
)

N

山
)

ミ

ニ
N
】

笥

ニ
ー

芦

汐
ぷ
e

→
､

河
出

粥
I
H
}

N

き
か

Z
l
.

N
･

(

5
)

.

原

提

案
者
が

七

〇

年
の

法

務

官

｢

A

宅
e
-

ど
∽

C
O
t

t

p

か

七

五

年
の

執

政

官

C
.

A

弓
e
-

ど
∽

C
O
t

t

P

か

問
題

と

さ

れ
る
｡

(

巴
e

音

声
E

I
H
-

N

畠
N

n
→
.

1 (

声

望
00

い
ー

り

キ

+
O

N
･

)

刑
罰

は

十

年
の

公

民

権

停
止

の

よ

う

で

あ

る
｡

C

ぎ

邑
0

2
f

昌
t

l
･

+
】

い
)

∞
･

ヨ
已
p

ヨ
F

畠

は

β
○

ヨ
e

ロ

已
P
t

O

岩
S

(

大

声
喚

呼
者
)

を

法

律
で

禁
止

し

た

と

述
べ

る

(

C
p

ざ

邑
n
･

加

こ
･

)

｡

官
品
e

l

声
E

巴
H

.
N

い

と
ご

押
2

ぎ

C
ユ

m
-

ロ

巴

記
O

F
t

d
e

→

河
か

m
e
→

-

∞

皇
T

-

S

∴
岩
山
.

(

6
)

-
.

冒
白

旦
P

は

両

親
､

祖

父

母
､

子

孫
､

兄

弟

姉

妹
､

伯
叔

父

母
､

婚
約

者

そ
の

他
の

親
族

の

殺
害

に

関

す

る
｡

古

代

は

袋
刑

(

p
O
e

n
P

昌
-

-

e
-

)

H

許
-

g
〉

甲

声
H

く
ー

ー

Y
T

宅
り
･

デ

で

あ
っ

た

が
､

こ

の

法
律
で

は

水

火
の

禁
(

訂
t

e

a
賢
い

仁

ヨ
a

q
亡

P
e

e

t

首
已
s

)

刑
で

あ
っ

た
(

H

弓
t

m

呂
n
)

声
E
-

H

O
｡

エ

ス

テ

ィ

ニ

ヤ

ー

ヌ

ス

帝

ま
で

有

効

(

P

怠
､

β
｡

S
t

⊇

訂
守
ロ
P

5 .
d

琶
n

O

ワ

○

芦
-

H
I
-

山

中
.

(

7
)

C
-

c
.

こ
臼

く
e

ぷ
ー
一

声
-

○

∞
･

D
･

怠
こ
〇
･

H
-

t

N

有

声
き

く
H
･

P

P

〇
.

(

8
)

C
-

O
e

3

(

唱
O

C
P

各
O

N

¢
)

芦
)

は
ー
･

コ
呂
t

訂

に

当

る

ー
.

㌣
占

す
t
-

平

に

つ

い

て

述

ぷ
｡

.
宮
内
e

l

押
印

仏

名
早
+

コ
Ⅰ

､

い

ぃ

¢
い

吋

.
粁

合
∽

こ
.

C
O

岳
ぎ
P
e

M

｢

ま
b

己
P

d
e

5 .

河
H

p
-

空
い

こ
W

い

-

芦

な
お

河
e

ぎ
C
ユ

邑
n

巴
r

e

O

F
t

告
1

声
か

β
e

J

S
･

ヨ
N

”

｢
e

く

y

D
i

e

→

ひ

戸

村
P

p
-

t

a
-

賢

旨
訂
)

-

巴
-

H
2
-

n

b
-

訂
1

g
〉

い

い
･

(

9
)

野
蒜
①

J

押
H

∽
亡

七
p
-
･

く
H

I

合
¢

2
イ
･

ワ

ァ

ッ

ビ

ア

横
道

で

大

虚
裁

と

放
火
を

行
っ

た

騒

擾
事

件
に

適
用

し

た
c

ユ
巨
e

n

5 .

払

の

特

別

法
｡

(

1 0
)

C
-

〇
.

-

唱
｡

望
F
-

仇

∴
r

山

∵
N

小

㌔
○
”

N

¢
-

3
･

(

1 1
)

W
e

訂
､

河
出
)

舛
H
H

N

旨

三
･

官
ぷ
e

l
､

声
E
)

∽

名
号
く
H
H

合
い
･

(

1 2

こ

C

ぎ

胃
○

ヨ
P

喜
.

こ
ぃ
､

い

か

い

ー

∞
】

去
･

弓
e

訂
)

声
E
､

H
H

H

N

い

岩

戸

ご

空
P

声

河
戸
H
H

H

A

㌔
∞

払
い

出
e

品
e
→

河
E
】

舛
-

H

N

山

岸

(

1 3
)

C
-

〇
.

､

計

○

声

H
H

H

-

}
,

芦

弓
e

訂
仏
､

押
出
､

舛
H

H

N

い

遥
･

民
○

目
白
払

e

n
-

N

O

♪

∞

山

∞
.

(

1 4
)

宅
e
小

訟
､

甲
声

舛
-

H

N

い

巴

口

二
い
･

(

1 5
)

C

ぎ
}

せ

岩

国
p
-

ど
ー

N

-
)

蓋

こ
牟
､

笠

C
巾
･

呂
○

日
日
∽

e

n
)

∞

芦

七

共
和
攻

末
期
か

ら

帝
政

初
期
の

問
に

は
､

宅
琵

邑
｡

の

審

理

に

ょ

る

か

香
か

が

定
か

で

な
い

も
の

が

あ
っ

た
｡

S

已
-

p

よ

り

は

前
の

ー
･

句
P

E
p

計

旦
P

粥
-

寛

訂

と
い

う

制
定

年

代
不

詳
(

二

〇

九

年

?
)

の

法
律
は
､

誘
拐
､

自
由
人
を

奴

隷
扱
い

に

す
る

行
為
､

他

人
の

奴

隷
に

逃

亡
を

態

悠

す
る

行
為
(

p
-

星
仁

且
.

(

1
)

に

対

す
る

規
定

を

内

容

と

し
た

よ

う
で

あ
る

が
､

伝
わ

ら

な
い
｡

O
V

ぎ
ー
】

p

ほ
ー
.

〔
0

ヨ
e
-

早
d
¢

-

2 .

弓
-

訂

(

八
一

年
)

を

制
定

し

て

い

ぷ
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《

O

r

ぎ
e

ロ

音
g

豊
亡

n

-

《

邑
m
㌢

ま
○
-

呂
㌻
e

》

㌻
ロ
t

e

H
H

謡
い

持
”

A
l

呂
g

す
声

已
N
､

S
t

O

註
r

べ

p

2
-
O

C

O
-

ど
ー

○

ワ

2 .

什
.

-

£
汁

(

2
)

-
･

C
O

邑
呂.

d
e

小

已
喜
訂

に

つ

い

て

は
､

-
.

呂

i

ロ

ユ
○
-

P

♂

ニ
ー

首

｡

h

t

訂

F

O

宏
e

訂
仙

甘
日

ぎ
ー

p
e

H
訂
t

O

ユ
P

ヨ

A
n
t

首

已
t

巴
訂

p
e

註
夏
日
仏

Ⅰ

已
叶

○

く

賀
○

諾
n

d
2

d
i

c

P
t

p
2
､

訂
己
2

ロ
､

-

空
か
)

苫
◆

翌
日

d
i

せ
O
一

丁

N

阜

か

ロ
.

C
f
.

勺
○
-

p

打
-

→
F
e

P

み

i

亡
伍

e

t

C
F

ユ
賢
r
p

n
O

N

巴

芳
β

ヂ

3 ≠¢

∽
t

2
i

n

w
2

n
t

e

l

押
E

I

舛
-

訟

岩
∴

U
e

く

≡
P
)

写
ト

〇

三

2
g
e
s
t

O

I

訂
】

訂
ロ
○

(

=
2
ロ
H

)

く
Ⅰ

-

ロ
00
い

G
.

勺

長
-

訂
筈
､

S

ど
已

岩
-

こ
n

F
ユ
中

二
､

買
】

p

ロ
○

-

窒
-

ニ
ー

N

冨

宏
:

(

3
)

官
冒
じ

ぎ
押
E

S

毒
草

ヨ
H

∞

N

芸
叩

∴

岩

監
仁
P

に

つ

い

て

は
､

寅
年
口

好
打
-

河
出
-

内

部
-

N

℃
.

(

4
)

O
e

E
e

♪

知
的

L
N

ピ
か

芦

品
O

F

弓

旨
ロ
､

河
出
､

く
Ⅰ

-

A

㌔
P

(

5
)

吋
･

C
｡

旨
e
t
t

→
F
e

河
｡

㌢

賀
】

P

弓

○
代

目
宅

臣
g
e

も
已
O

星

空
呂
O

P
､

E
n

O

声

計
}

巴
く
ー

H

毘
-
.

-

芸
○

-

訟
-
ひ

ぃ

句

ユ
t

N
-

e

ワ

∽
2
e

鼻
声
E

舛

妄
T

い

拭

邑
2

賀
ロ
)

河
臼

Ⅰ

さ

N

声
い

C
F

訂

琵
の

払

β

ウ
コ
〕
Ⅰ
-

-

N

O

か

-
ソ

(

6
)

雷

電
r
-

声

き

巴
H

N

宗

旨
い

哲
E
】

-

e

♪

声

月

賢
苫
-
.

く
Ⅰ

､

N

N

ご

ワ
C
O

旨
e

t

t
､

○

や

O

F
.

山

-

-
p

(

7
)

｢

声
e

2
-
-

P

に

つ

い

て

は
､

冒
t

旦
叩
】

声
申

H

I

=
き

岩
∴

ヨ
邑
巨
も
や

口

芦
､

£
山

-
ご

哲
○

点
F
-

○

ロ
)

O

p

O
-

t
.

L
I

-

烏
山
.

C
巴
[

2
ロ

訂

に

つ

い

て

は
､

H

訂
i

g

P

P

O
∴

卜

呂
ユ
P
､

2

月

H
H
･

監
小

野
邑
e
-

-

○
-

H

喜
-

P

計
-

d

F

<

00
ー

£
2

砦
丁

城

坤

噂
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八

元

首
攻

期
に

入
っ

て
､

各
種
の

犯

罪
は
､

漸
次

q

宕
e

邑
O

p
e

占
e

t

巨

の

審
理
の

対

象
に

な
っ

た

が
､

n

ユ

ヨ
e

ロ

3
p
e
t

仁

日

計
･

2
2

に

つ

い

て

は
､

属
州
に

お

い

て

も

q

仁

覧
監
-

○

や

の

制
度
が

採
用
さ

れ

て

い

た
｡

そ

れ

は

S
e

n

巳
宏
○

日

日

岩
-

t

仁

日

C

巴
ま
∽

呂
n

仁

ヨ

(

1
)

(

四

年
)

に

よ
っ

て

証
せ

ら
れ

る
｡

か

く
て

β

七
P
e
払

己
○

ワ

と

共
に
､

(

2
)

刑
事
法
は

A

点
宏
t

宏

の

ー

e

H

I

已
呂

.

-

已
賢
〇

.2
2

雪
ト
{

己
○

ナ

寛
仁

m

(

前
一

七

年
?
)

以

後
に

お

い

て

は

全

国
に

及
ん

だ

の

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し
､

丘

七

莞

臣
｡

勺
e

→

官
t

亡
P

の

制
度
は
､

民

会
の

訴

訟

と

と

も
に
､

或
は

共

和
政

夫
期
か

ら

元

首
政

初
期
ま

で

併

存
又

は

単

独
に

維
持
さ

れ

た

が
､

元

首
政
の

発
展
に

つ

れ

て
､

元

老

院
の

刑

(

3
)

事
裁
判
権
に

よ

っ

て

圧

迫
さ

れ
､

更
に

元

首
の

特

別

審

理

手

続

(

4
)

(

c

｡

g

邑
-

｡

e

已
岩

○

蔓
莞

且

に

よ

る

犯

罪
の

審
選
と

判
決
宣

告

の

制
度
が

発
達
し
､

や

が

て

元

首
の

刑
事

裁

判

権
が

確

立

す

る

や
､

空
ト

P
e
∽

江
○

せ
e

召
e

t

亡
P

の

制
度
は

消
滅
す

る

こ

と
に

な
っ

た
｡

元

首

ど
ー

｡
-

亡
S

∽
e

呈
m

宏
S
e

召
言
払

(

-

諾

-
N

〓

A
･

P
)

.
の

頃
に

(

5
)

は
､

そ

の

制
度
は

跡
を

留
め

な
か

っ

た

と

い

わ

れ

る
｡

▲■

(

1
)

空
0

0

0

す
U

n
〇

一
句
-

声
-

"

一
-

窒
-

u
中

豊
”

S
t

e
-

n

w
e

ロ
t
e

→

声
E
}

S

亡

廿

甘

く
ー

い

い

N

男

声

⊇
ロ

g

r
Y

空
亡

♪

S
t

O

ユ
p
J

N

巴
い

勺
→

e

2
e

ワ

賢
e

ど
1

■
ロ
訂
f

辞

n
f

n

e

仁
的
e
巾

ロ

n
〔

訂
ロ
e

n

E

巴
打

訂

d
e

s

A
仁
g

宏
t

宏

P

転

内

笥
匹
P

e

N
.

S
.

S

.
加

E
･

L
榊
F

く
H
H

:
諾
如

こ
N

加

持
小

N

已
+

(

訂
ロ

内
)

べ
e

ロ

巴
∽

〔

訂

E

已
打
t

e

n

d
e
s

A
仁
的

宏
t

仁
∽

P
H
〉

-

巴
-
〉

皇
T

か

声
”

G
.

〇
-

才
e

ユ
○
〉

｢
p

賢
e
-

e

已

A
仁
叫

声
∽
t

0

5 .
n
d

d
n

仁
什

P

n
e

亡
〉

腰
叫

○
→
p

d
-

C

汀
e

n
e

-

n

宣

旨
訂
t

e

り
ロ

d

e
-

-

e

C
O
-

0

2 .
①
-

Z
O
t

岩
-
･

p

ユ
O

p

言
F
e

O
-

O

g
-

c

O
)

句

琵
C
.

ナ

ー

¢

N

N
〉

-

山

-
笥

(

臼

巴
t

-

O

p
l

ロ
･

〇

e

p

且

こ
.

G
.

｢
G

琵
p
t
t

O
〉

E
p

打

岩
P
P

g

ど
ユ
d

ど
○
)

河
○

ヨ
e
)

-

望
N
一

N

レ

心

(

空
b

ご

柴
田

光

蔵
助

教

授
の

優

れ

た

研

究

S

H

Z
A
→
亡
S

吋
○
セ
ロ
｢

亡
S

の

亡
H

声
○

呂
A
Z
亡
∽

法
学

論
叢
六

九

巻
一

号
七
一

ペ

ー

ジ

以

下
｡

(

2
)

G
首
P

a
一

N
S

S
〉

H
舛
舛
l

く

押
A
-

-

空
い

】

N

漂

声

(

3
)

柴
田
助

教

授

上

緒

論
文
｡

句
.

ロ
2

賀
a

ユ
n
-

A
く
○

臼
N

O
】

｢
P

f

仁

ロ
N
-

O

n
e

g

F
巴
巳
○

ロ

巴
e

(

訂
-

琵
n
p

n
t

0

3
2
P

ロ
○

呂
-

-

p

n
O

-

漂
∞
-

N

O

芳
β

中
一

(

4
)

G
仁

p
l

訂
○
-

S
t

O

ユ
P
N

き
い

芳
q

β
一

G
→

○

詮
○
〉

P
e

N
-

O

n

耳

畠
冨
e

β
β

･

(

5
)

H
一

句
.

H
-

t

N
-

g
〉

N

日

日

誌
日
-

の

ロ

ビ
e

n

S

汀
P

才
e

O

F
t

訂
S
O

F
･

弓
e
i

N

e

ユ
s
c

F
e

N
e
-

t

琶
ビ
ュ
f
什

空
r

り

S
t

ワ
p

巾

記
O

F
t
､

舛
I

I
H

〉

-

苫
○

-

N

O

山

戸
-

船
田

博
士

上

摘
香
四

五
二

ペ

ー

ジ

以

下
｡

九

以

上

β

巨
富

ぎ
ロ
e
払

官
召
e

t

仁

P
e

の

発
展
を

史
的
に

素
描
を

試
み

た

が
､

-

e

的
e
S

詔

官
t

亡

n

計
2
日

に

基
づ

く

q

声

琵
監
-

○

ロ
e

ロ

の

歴
史

を

除
い

て

は
､

い

ま

だ

十

分

な

確
認
を

得
ら

れ

な
い
｡

こ

の

q

仁

p
e

賢
｡

ロ
e
∽

濡
占
e
t

仁
p
e

は

少

く

と

も
一

世

紀
に

わ

た
っ

て
､

注

目

す
べ

き

発
展
を

遂

げ
た

に

も

拘
ら

ず
､

そ

の

創
設
に

当
っ

て

各

宅
p

畳
6.

は

払
俸
に

よ
っ

･て

範
′
囲
を

限

定
さ

れ

た

権
限
を

有
し

て

3 4 J
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い

た
が
､

な
お

法
律
の

規
定
に

拠
ら

ず
､

せ
た

q

ロ
P
e

畏
｡

9

の

権
限

内
に

入

ら

な
い

事
実
に

よ

っ

て

も

生

ず
る

こ

と

も

あ
っ

た
｡

(

1
)

か

か

る

事
件
は

C
｡

邑
t

訂

の

訴
訟
で

行
わ

れ

た
｡

し
か

も

事
件
は

一

再
に

止

ま

ら

ず
起
っ

た

こ

と

が

挙
証
さ

れ

る
｡

六

二

年
謀
反

罪

(

2
)

審
理
二

人

官

d

亡

｡

喜
-

p
e

邑

邑
-

ナ

呂
訂

(

ど
d
-

B

已
p

且

が
､

C
.

群

臣
ユ

宏

に

対

し
て

宣

告
し

た

有
罪
判

決
に

つ

き
､

民

会
へ

提
訴

(

3
)

し

た
｡

暴
力

5 .

∽

に

関
す
る

告

訴
は
､

当

時
の

提

案

官
の
一

人

C
}

&
ど
払

が

買
-

○

事
件
で

行
っ

た

が
､

事

件
は

C
｡

邑
t

訂

の

面

(

4
)

前
で

開
か

れ

た
｡

こ

れ

に

つ

い

て

は

若
干
の

疑
問
が

あ

る
｡

ま
た

前
二

世

紀

末
に
､

民

間
の

外
に

特
別
に

審
理

し

た

事
件
も

あ
っ

た
｡

∽
e

H

･
勺
e

ぎ
O

P
e

亡
∽

が

護
民

官
で

あ
っ

た

二
三
(

或

は
一

一

四
)

年
に
､

三

人
の

ウ
ェ

ス

タ

神
の

処
女
(

く

首
-

ロ
e
∽

く
e

∽

邑
e
∽

)

が
､

奴

隷
の

密
告
で
､

そ

の

清

純
に

関

し

て

告
訴
さ

れ

た

が
､

一

人

は

有
罪
と
さ

れ
､

二

人
は

放
免
さ

れ

た
｡

諾
ぎ
2
e

宏

は
こ

れ

を

不

満
と
し

て

平

民

議
決
で
､

ウ
ェ

ス

タ

神
の

処
女
の

ー

n
O

e

蔓
-

∽

喜
g
-

ロ

亡

日

記
S

邑
ど
m

を

審
理

す
る

特

別

審
理

官

r

C
P

邑
宏

へ

5
)

F
｡
n

的

ど

星

河
e

量
-

p

を

任

命
し
､

裁
判
延

を

設
け
た
｡

し

か

し

奴

隷
の

樗
訊
と
ー

｡

巴
O

e
∽

が

置
か

れ

た

以

外

は
､

訴
訟
手

続
に

つ

い

(

6
)

て

詳
か

に

な

し

え

な
い
｡

一

〇
九

年
(

二
〇

年

と

も
一

〇

八

年
)

に

宅
P
e

罠
｡

せ

臣

2.】
訂

が

設
け
ら

れ

た
｡

護
民

官
C
･

呂
p

2 .
-

ど
払

E
2
e
t

昌
宏

は
一

高
弓
t

ぎ

胡3

に

元
老

院
議
決
を

無
視
す
る

よ

う

煽
動
し

た

者
､

使
節
又
は

指
揮

官
と

し
て

就
任

中
に

H

点
弓
t

訂

か

ら

収

賄
し
た

者
､

H

長
与
t

訂

に

軍
象
と

脱
走
兵

を

贈
っ

た

者
､

戦
争
と

平
和
に

関
し
て

締
結
し

た

者
を

審
理

す
る

た

め

で

あ
っ

た
｡

容
疑
者

哲
P

弓
ロ
¢

は

告
発
丁

賢
｡

諾
由

の
一

員

と

な
り
､

被
告
人

B
e

邑
P

の

弁

護
人

に

な
っ

た
｡

こ

の

結
審
は
､

神
官
一

人

と

前
執
政

官
三

人
が

有
罪
と

な
っ

た
｡

こ

の

法
廷
は

騎
士

身
分
の

査

問
貞
で

構
成
さ

れ
､

査

問
貞
は

(

7
)

宅
琵
賢
○
り

と

共
に

査

問
貞
団
を

組
織
し
て

い

た
｡

一

八

六

年
有
名

な
バ

ブ

ク

ス

教
団
に

関

す
る

元

老
院
議
決
に

よ

っ

て
､

宅
P
e

邑
○

が

置
か

れ

た
｡

バ

ッ

ク

ス

教
徒
の

弾
圧
が

目

的

で

あ
っ

た
｡

こ

の

元

老

院
議
決
(

S

C

計
H

F

3
F
P

∃
巴
i

-

岩
且

は
､

一

政
務

官
宛
書
翰
の

形
式
を

採
っ

た

碑
文
で

現

存
し
て

い

る
｡

そ

(

8
)

の

中
に

訴
訟
手

続
が

見

ら
れ

る
｡

三
三
年
に

は

→
r

G

岩
｡

旨
岳

の

党
派
に

対

す
る

宅
P

邑
-

○

(

9
)

が

設
け

ら
れ

た
｡

弟
C
･

G
→

P
O

C

ぎ
∽

の

確
認
し
た

ー
.

S
e

臼
p

岩
2 .
P

で

は
､

提
訴
は

許
さ

れ

な

か
っ

た
｡

各
種

死

刑
の

判
決
宣

告
と

執

行
と
は
､

二

人
の

委
員
に

よ
っ

て

行
わ

れ

た
｡

両

執
政
官
は
､

著

名
な

元

老

院
義
貞
で

構
成
す
る

補
佐

機
関
C
｡

n
｡

≡
亡

m

で

議
長
に

就
い

た
｡

こ

こ

で

市
民

と

非
市
民
に

法
外

者
と

死

刑
の

判

決
と

を

鳴

増

や
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宣

告
し
た
｡

そ

の

死

刑
で

は
､

近

親
穀
に

科
す

る

袋
刑
に

処
し

た

(

1 0
)

こ

と
が

あ
っ

た
｡

九

〇

年

く

邑
戸
切

の

設
置
し

た

盲
㌢
○

は
､

貴
族
と

騎
士
の

問
に

険
悪
の

気
が

流
れ

た
｡

同

盟
戦
争
に

つ

い

て

貴
族
の

方

針
が

失
敗
に

帰
す
る

や
､

ロ

2
岩
∽

と

そ

の

与

党
の

攻

撃
の

火

の

手

が

揚
が

り
､

つ

い

で

貴
族
全

体
に

対

す
る

抵
抗
と

な
っ

た
｡

騎
士
は

(

1 1
)

更
に

護
民
官

P

く
p

ユ

宏

H

さ
ユ
d

p

を

動
か

し

て
､

国

事
犯
に

関

す
る

平

民
議

決
を

提
案
す
る

の

に

成
功
し
､

】

e

H

く
P

ユ
P

計

ヨ
P

訂
l

t

P
t

e

を

制
定
さ

せ

た
｡

同
僚
の

賢
e

岩
e

邑
○

の

行

使
に

反
対

し

て

行
っ

た

の

で
､

そ

の

範
囲

は

限
定

さ

れ

た

が
､

同
盟

者
へ

の

援

助
､

勧
告
を

与
え
､

ロ

ォ

マ

国

民
に

反

抗
し
て

武
器
を

執
っ

た

者

の

行
動
を

審
理

す
る

に

あ
っ

た
｡

裁
判
長

は

不

詳
で

あ

る

が
､

査

問
員
は

騎
士

身
分
か

ら
選

出
さ

れ

た
｡

他
の

法
廷
は

全

部
停
止

し

て

宅
P
e

邑
○

の

み

で

事
件
を

審
理

し

た
｡

適
宜

審
理

を

終
っ

た

が

は

か

ら

ざ
る

反

対
が

生

じ

た
｡

護
民

官

声

望
巴
-

t

-

岳
∽

き
1

P
ロ

宏

が

対

抗
第
二

年
(

八

九
年
)

に
､

貴
族
の

支

持
を

得
て
､

】

e

対

空
p
亡

巨
P

-

已
-

2 .

p

→

㌻

を

制
定

し
て
､

-

邑
亡

旨
払

の

選

任

方

法
を

改
正

し

た
｡

各
部
族
は

元

老
院
議
員
､

騎
士

と
t

コ
J

巨
i

荒
旨

邑
の

三

身
分
の

着
か

ら

毎
年
十

五

名

を

選

び
､

.
そ

の

五

二

五

人

か

ら

q

ロ
p
e

邑
○

の

単
独

裁
判
官
を

選
任
す
る

こ

と

を

定
め

た
｡

こ

の

特
別
に

選

任

､
さ

れ

た

着
で

構
成
さ

れ

た

法

廷

は
､

元

老

院
か

ら

威
圧

さ

れ

た
こ

と

も
あ

っ

た

ろ

う
(

八

八

年

?
)

し
､

｢

天

人

と

貴
族
の

敵
+

と

な
っ

(

1 3
)

(

1 4
)

て
､

C
n
･

勺
○

ヨ

胃
n
-

星

は

有
罪
の

宣

告
を

さ

れ

た
の

で

あ

っ

た
｡

六
一

年
に

申
U

ロ

P

H

訂
p

の

祭
典
を

妨
害
し

て
､

吋
.

C
-

O

d

F
∽

勺

已
･

〇

訂
→

の

弾

劾
事
件
が

勃
発

し
た
｡

こ

の

種
の

冒

清

マ
ロ
O

e

監
口

且

に

は

q
仁

P
e

邑
○

ワ

も

な

く
､

神

官

団
の

調

査

機

関

も

な

か
っ

た
｡

前
法

務
官
を

退

職
し
て

い

た

P

C
｡

邑
P
c

ど
∽

は

元

老

院
に

問
題
を

提
起
し
た
｡

第
一

段
階
で

は
､

行

為
が

有
罪
で

あ

る

こ

と

(

｡
｡
f

且

を

大

神
官
か

ら

宣

告
さ

れ

た
｡

神
官
団
は
そ

れ

を

宣

言

し
て
､

元

老
院
は
､

国

民
に

提
案

3

笥
t

-

○

を

準
備
す
べ

き
こ

と

を

議
決
し

た
｡

執
政

官

勺

毒
i

宏

勺

訂
｡

と

呂
e

筐

邑
P

は

調
査

義

務
を

負
い
､

C
-

O

d
-

宏

に

対

す
る

特
別

事
件
の

法
案
を

準

備
し

た
｡

そ

の

法
案
は

法

務
官
は

空
-

篭
畏
○

の

裁
判

長
と

な
る

こ

と

(

お

そ

ら

く

抽
簸
で

あ
っ

た

ろ

う
)

､

こ

の

法
務
官
は

事
件

審

理
の

査

問
員

を

既

存
の

査

問
貝
名

簿
か

ら

選

任
す
る

こ

と
を

内

容
と

し

た
｡

査

問
貞
の

選

任
に

つ

い

て

は

反

対
が

起
っ

て
､

民

会
は

失
敗
に

帰
し

た
｡

そ

し

て

査

問
貞
名

簿
か

ら

普
通
の

方
法

で

選

任

す
る

こ

と
に

修
正

さ

れ

た
｡

ノ
そ

の

結
果
と

し

て
､

法
廷
が

設
け

ら
れ
､

裁
判
は

開
始
さ

れ

た
. ｡

副
署
名

人
の

支
持
を

得
て
､

｢

C
O

岩
e
-

ど
∽

｢
e

n
･

雀
亡

昌
2
り

は
､

告
訴
人
に

任

命
づ

れ
､

元

考
院
か

ち

承

認
さ

れ

淵

､

･ミ⊥;一イ
.
､

き- ∴
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た
｡

査
問
貞
の

忌
避
が

述
べ

ら
れ

た
｡

C
i

音
3

ば
､

尊
敬
さ

れ

る

市
民
が

三

階

級
か

ら

選

ば

れ

た

と

伝

え

て

い

る
｡

告

訴

人

は

i

喜
e

賢
2
ロ

事
件
の

審
理
の

原

則
に

従
っ

て
､

C
-

已
小

岳

の

奴
隷
を

稗
訊
の

た

め

召

喚
し

ょ

う
と

し

た

が
､

被
告
人
の

不

利
と

な

る

た

め
､

奴

隷
は

既
に

ロ

ォ

マ

を

放
逐
さ

れ

て

い

た
｡

勺
○

日
p
e

ど

の

女

(

1 5
)

奴
隷
が

樗
訊
を

受
け
た
｡

C
-

O

d
-

宏

は

放
免
さ

れ

た
｡

五

二

年
は
､

首
都
の

無
政

府

状
態
を

鎮
圧

す
る

た

め

に
､

特

別

法
廷
が

設
け

ら
れ

た
｡

そ

の

原
因
は
､

執
政

官
候
補
者
選
挙
に

あ

っ

た
｡

立

候

補
者
は
､

→
･

A
n

n
-

戻
ウ

巳
-

○
､

勺
･

空
巴
-
t

ど
払

H
u

毒
夢
?

宏

と

の
･

呂
e

t

e
-
-

宏
S
O

首
6

.

で

あ
っ

た
｡

C
-

○

巴
岳

は

法

務

官
候

補
者
で

あ
っ

た
｡

か

く

て

対

立

候
補
者
の

間
に

お

い

て

は
､

毎
日

稗

頭
で
､

激
し
い

衝
突
が

展
開

さ

れ

た
｡

選

挙
は

行
わ

れ

ず
､

一

月
一

日

に

お

い

て

も
､

な

お
ロ

ォ

マ

で

は
､

執
政

官
､

法
務
官
は

空

席
の

ま

ま
と

な
っ

て

い

た
｡

そ

こ

で
､

訂
訂

ヨ
e

舛

を

置
こ

う

と

試
み

た
が
､

こ

れ

ま

た
､

S
O
i

p

訂

側
の

p
U

巨
勺
e

ど
s

と

護
民

官
→
･

呂
仁
口

巳
-

巨

勺
-

p

喜
宏

せ

ヨ
笹

と
は

選

挙

妨

害
の

単
に

出
た
｡

こ

の

た

め

無

政

府
状
態
に

帰
し
､

混
乱
に

落
ち
入
っ

た
｡

一

月
二

十

日

C
-
(

〉

巴

戻

が
､

ア

ブ

ピ

ア

街
道
で
､

た
F
-

○

の

支

持
者
に

殺
害

さ

れ

る

最
悪
事
態
に

達
し

た

の

で

あ
っ

た
｡

当
時
政

務

官
職
に

在

任
す
る

も
の
一
は
､

護
民

官
の

み

に

過

ぎ

な

か
っ

た
じ

そ

の

同

僚

駕
仁

F
2 .

畠

吋
-

p

喜
宏

と

申

勺
0

日

官
ど
∽

声

已
宏

は

遺
骸
を
､

ロ

超
ウ

J

ォ

マ

の

中

心
の

広
場

句
○

言
日

に

運
ば
せ

て
､

冒
-

○

の

反

感
を

唆

る

た

め

に
､

船
首
閣

河
○

賢

旨

前
に
､

こ

れ

を

安
置

し

た
｡

果
し

て

紆
M
･

C
-

&
ど
∽

は
､

遺
骸
を

奪
っ

て

そ

の

暴

徒
を

指
揮
し

て
､

公

会
堂
C

弓
呂

.

に

乱

入

し
､

そ

こ

を

焼
払
っ

た
｡

元

老

院

庁

舎

も

火
に

包
ま

れ
､

附
近
一

帯
の

建

物
も

損
壊
の

厄
に

遭
っ

た
｡

時

に
､

ど
訂

ヨ
e

粥

は
､

選

任
さ

れ

た

が
､

そ

の

家
と

買
-

○

の

留
守

宅
は

暴
徒
の

襲
う

と
こ

ろ
と

な
っ

た
｡

C

弓
F

の

焼

打
は
､

冒
-

○

に

よ

る

殺
害
事
件
よ

り

は
､

更
に

重

大

な

も
の

で

あ
っ

た
｡

冒
-

○

は

裁
判
を

恐

れ

て
､

ロ

ォ

マ

を

逃
れ

よ

う
と

決
心
を

固
め

た

が
､

思
い

と

ど

ま
っ

て
､

立

候
補
戦
を

継
続
し

て

い

た
｡

-

已
e

→

e

粥

は

置
か

れ

た

と

ほ

い

え
､

事
態
は

何

等
の

改

善
の

曙

光
を

認
め

ら

れ

な

か
っ

た
｡

こ

こ

で
､

非
常
事
態

に

対

処

す
る

最
後
の

手

段
が

講

ぜ

ら

れ

た
｡

治
安
維
持
の

た

め

に
､

旨
訂

∃
e

メ

護
民

官
､

前
執
政

官
と

し
て
H

ざ
ヨ
p
e

F
∽

が

選

任
さ

れ

た
｡

C
P

勺
○

ヨ
勺
e

2
.

¢

E

長
日

岳

は
､

仝
イ

タ

リ

ア

か

ら

徴
兵
す

る

権
限
を

付

与
さ

れ
､

国
の

真
の

実

権
者
の

地

位
に

就
い

た
｡

S
O

骨
○

は

元

老

院
に

C
-

○

巴
岳

問
題

を

提
起
し
た

が
､

満
足
の

結
果
は

得
ら
れ

な
か
っ

た
｡

ロ
リ

m
勺
e
i

ロ
払

は
､

単
独
で

執
政

官
に

就
任
し

た
｡

は
や

く
も

三

日

に

し
て
､

二

法

律
が
､

元

老

院
議
決
で

制
定

さ

れ

た
｡

⊥

は
ー

e

H

才
m
p
e
-

P

d
e

_
T

蛎

崎
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-

一

▲
甲

5 .

で

治

安
を

侵
害
す
る

暴
力
(

ま
且

の

立

法
即
ち
､

最
近
に

起
っ

た

騒
乱
､

C
-

｡

巴

已

殺
害
､

C

邑
P

焼
打
､

訂
-

e

3
舛

の

家
宅
の

打

ち

毀
し
に

閲

し
､

他
は
ー

2

粥

ワ
U

2
勺
e
i

p

計
P

ヨ
け

き
仁

で

選

挙
違
反

(

P

m
茫
t

戻
)

に

関
し

て

い

た
｡

両

法
は
､

峻
厳
な

刑
罰
を

定

め
､

そ

れ

ら
の

事
件
の

裁
判
は

簡
易

化

し

だ
｡

新
刑

罰
は
､

水
火
の

禁

(

ぶ
仁

琵

e
t

-

g

n

訂

訂
t
e

a
一

夏

互

で
､

没
収

も

付

加
さ

れ
た

よ

う

で

あ

る
｡

A
2
E
t

亡
臥

の

法
は
､

遡
及

効
を

有
す
る

の

が

原

則
と

さ

れ

る

が
､

こ

の

法
で

は

七

〇

年
ま

で

の

過

去
の

調

査

を

許
し

た
｡

両

q

仁

旨
邑
○

は
､

そ

の

効
力
を

同

年
末
ま

で

維
持
さ

れ

た

ろ

う
｡

訴
訟
手
続
は

簡

素
化
さ

れ
､

証
人

訊

問
に

始
ま

り
､

次
に

弁
論

が

全
日

行
わ

れ
､

告
訴
側
に

は

二

刻
､

被
告
側

に

は

三

刻
が

与
え

ら
れ

て

い

た
｡

双

方
の

保
護
者
(

写
t

3
n

こ

数
は

限

定

さ

れ
､

被

告
人
の

性
行
に

つ

い

て

特
別

弁
護
す
る

頚
徳
人
(

-

賀
d

巳
○

謹
)

の

出
廷

は

禁
ぜ

ら

れ

た
｡

そ

れ

は

査

問
貝
を

不

当

に

圧

迫
す
る

こ

と

を

防
ぐ
た

め

で

あ
っ

た
｡

勝

訴
者
に

は

報

賞
が

与

え

ら

れ
､

告
訴

人
に

は

免
税
の

場
合
も

あ
っ

た
｡

こ

の

法
律
は

特

権
p

ユ
ま
】

e

g

打

と
い

う

理

由
で
､

反
対

も

受
け

た
が
､

後
に

は

実
行
さ

れ
､

特
別

法
延

が

置
か

れ

た
｡

≦
切

の

法
廷

は
､

選
任
さ

れ

た

前
執
政

官
が

裁
判
長
と

な
っ

て

妙

訴
訟

指
掻
に

当
り

た
｡

P

2

富
岳

に

つ

い

て

も

同

じ
で

あ

っ

た
か

査

問
員
団
の

特
別

査

問
貞
は
ー

e

g
e
∽

冒
ヨ
せ
e
-

p
2

で
､

冒
ヨ
p
e

2 .

畠

の

選
任
に

委
ね

る

と
こ

ろ
で

あ
っ

た
｡

こ

れ

も

訂
M

A

喜
e
-

小

p

の

規
定

す
る

三

階

級
か

ら

選

任

さ

れ

た
｡

普
通
､

査

問
員
名

簿
に

記

載
さ

れ

る

者
よ

り

も
､

更
に

小

人

数
を

選
び
､

三

六

〇

人
で

あ
っ

た
｡

名

簿
は
､

元

老

院
義
貞
､

騎
士
､

t

ユ
b

β
ロ

二
P

e

⊇

邑

の

各
階

扱
か

ら
､

平
等
に
一

二

〇
人

を

選

ん

で
､

作
成
さ

れ

た
｡

判
決
に

当
る

査

問
員
団
の

各
階

級
の

人

数
は

平
等
で

は

な
か

っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

こ

の

不

平
等
は
､

第
一

回
の

抽
教
(

筈
り

亡
○
)

の

結
果
で

あ

っ

た

ろ

う
｡

か

く
て
､

E
-
-

○

は

5 .
切

と

P

2
宮
t

宏

と
で

告
訴
さ

れ

た

が
､

既
存
の

法
で

は
､

5 .
切

に

つ

い

て

は
､

不

法
な

政

治

団

体

結
成
(

筈

臣
-

賢
仁

m
)

の

罪
の

責
任
を

も

併
合
し

て

追

及

す
る

こ

と
に

な
っ

て

い

た
｡

そ

の

た

め

監
F
-

○

は

先

ず

ま
ひ

を

裁
判
さ

れ
､

有
罪
の

判
決
を

受
け
､

翌

日

に

は
､

p

声
望
t

仁
∽

で

告
訴
さ

れ
､

(

1 1
)

欠

席
判
決
を

宣

告
さ

れ

た
｡

(

1
)

C
-

〇
.

､

ロ
e

0
1

P
什
･

H

H
-

N

ご

D
e

3
p

I
-

山

山

p

3

押
○

岩
-

O

A
仁
e

→

N
N

…

A

已
.

G
e
-

-
.

〉

芦

A
.

P

(

2
)

‥

E
e

♂

m
巴
岩
〉

河
内

く
ー

3
¢

声

船

田

博
士

上

掲

書
七

五

-
七

六
ぺ

ー

ジ
｡

そ

こ

に

挙
げ

ら

れ
て

い

る

文

献

参
照
｡

(

3
〕

C

ぎ
､

勺

3

声
P
-

こ

i

声

望
四

N
･

C
f
･

S
t

冒
F

p

n
･

D
P

5 .

甘
○

ロ
､

○

や

2 .

t
-

-

H
-

-

N

ご

吋

3

さ
0

巴
6

.

に

つ

い

て

は

D
已
-

､

N

月

34占
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題
e

ノ

告
→

ワ
○

ヰ

各
地

已

畏
山

宮

島

邑
琴

宮
戸

空
色
首
3
0
①

浣

N
∽
∽

J

く
H
､

河
A
-

-

ゃ
い

か
}

∽
.

-

声
}
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